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アンデール軍、革命指導者を捕らえる 
 
ウィル発：アンデールは「狐のアムリーリン」として知られているドルイドを捕

らえたと、ゾアに軍司令本部があるウィルで発表しました。 
 
アムリーリンは、謎に包まれているアッシュに属する者のセクトのメンバーで、

アンデールの国境警備隊が、ガリファー湖の北東部のワイナーン川流域で連続発生

している襲撃の件で、８ヶ月に渡って追跡を続けていました。 
 
春と夏の間、幾つもの村が焼け落ちた廃墟となりましたが、その近くの木の幹に

は白熱する紋章が刻まれていました。 
 
襲撃はニムに頂点を迎え、ウィンドシャイアの丘の南に位置するジャランの村が

焼け落ちて２００人以上の住人が殺害されました。捜査当局は、住人がどうして１人も炎から逃れることができなかったのかを突

き止めることができませんでした。すべての住人が、あたかも眠りに屈服したかのような形で発見されました。 
 
アムリーリンはワイナーン川の川岸における激戦の結果捕らえられました。アンデール軍のために働いている無所属の偵察兵か

ら、アムリーリンと略奪者の小部隊が接触しているとの報告を受けた、あるアンデールの国境警備隊がその地域を封鎖しました。 
 
「これらの勇敢な兵士たちはゆっくりと接近して、すぐ近くに警戒線を設けると略奪者や放火犯が逃げ出そうとするのを戦って

押し戻しました。」と、軍の広報官は読み上げました。「最後には、アムリーリンにはワイナーン川の川岸に立ちつくすしか手がな

くなり、アンデールの正義の前に降伏するしかありませんでした。」 
 
エルデン・リーチからの未確認の報告によれば、森の監視人もまた、ワイナーン川の西岸に位置する村落を攻撃したという理由

で、アムリーリンのことを駆り立てていたということです。 
 
アムリーリンは厳重な警護をされたまま、フェアヘイヴンへと護送され、放火、殺人、そして関連する犯罪に関して、複数の法

廷で裁かれることになります。 
 

 
 

著者について 

デイヴィット・ヌーナンは、ウィザード・オヴ・ザ・コーストのデザイナー兼デヴェロッパーです。ウィザード・オヴ・ザ・コ

ーストに入社する前、彼はワシントン州の日刊新聞のリポターとして働いていました。彼が市当局を打ち負かす訓練をしたことは、

『エベロン・キャンペーン・セッティング』にとっては、明らかに良いことでした。 
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オリジナルのダンジョンズ・アンド・ドラゴンズのゲームは、Ｅ・ゲイリー・ガイギャックス、デーヴ・アーネソンによってデ

ザインされました。その後、オリジナルを基にしたダンジョンズ・アンド・ドラゴンズの新版は、ジョナサン・トゥート、モンテ・

クック、スキップ・ウィリアムス、リチャード・ベイカー、ピーター・アドキソンによってデザインされました。Ｄ＆Ｄ、ダンジ
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ラクター、キャラクターの名前、肖像画は、ウィザード・オヴ・コースト社の登録商標です。この資料は、アメリカ合衆国の法律

によって保護されています。ウィザード・オヴ・コースト社の許諾書なしでの本資料の製品化や、ここに含まれている資料や図画

を無断で使用することは禁止されています。この製品はフィクションです。実在する人物、組織、場所、または出来事と類似して

いることがあっても、それは純粋な偶然にすぎません。このウィザード・オヴ・コーストのゲームにはオープン･ゲームの内容は含

まれません。この資料のどの部分も許諾書なしで、どのような形であれ編集してはなりません。オープン･ゲーム・ライセンスとＤ

２０システムに関するさらに詳細な情報を得るためには、わたしたちのＷｅｂサイト、www.wizards.com/d20 を訪れてください。
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